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今月の表紙 菅内閣総理大臣が東日本大震災慰霊碑に献花（３月６日　大平山霊園）
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大平山霊園

道の駅なみえ
福島水素エネルギー
研究フィールド

菅内閣総理大臣
視察ルート

菅総理大臣が献花

①
②
③
④

菅内閣総理大臣が
町内各所を視察
「国が責任を持ち復興に取り組む」

決意を表明

本
日
こ
こ
に
、
多
く
の
来
賓
お
よ

び
県
内
外
か
ら
多
く
の
遺
族
が
集

い
、
浪
江
町
東
日
本
大
震
災
10
周
年

追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

遺
族
を
代
表
し
、
謹
ん
で
追
悼
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。
先
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
10
回
目
の
追
悼
式
を

迎
え
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
3
月
11

日
、
こ
の
風
光
明
媚
で
穏
や
か
な
浪

江
町
に
、
震
度
6
強
の
大
地
震
に
よ

る
15
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
が
襲

来
し
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

い
、
大
切
な
家
族
が
大
勢
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
中
に
は
、
津
波
か
ら
逃

げ
る
た
め
、
道
な
き
道
を
懸
命
に
走

り
な
が
ら
、
そ
の
途
中
で
波
に
の
ま

れ
、
命
を
落
と
し
た
方
。
あ
る
い

は
、
家
族
の
手
を
携
え
必
死
に
逃
げ

な
が
ら
も
、
津
波
が
そ
の
手
を
切
り

離
し
、
一
方
だ
け
が
波
に
の
ま
れ
た

方
。
そ
し
て
、
大
量
の
が
れ
き
に
何

と
か
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
途
中
で

力
尽
き
命
を
落
と
し
た
方
。
ま
た
、

地
震
に
よ
り
建
物
が
倒
壊
し
、
そ
の

重
み
で
体
を
圧
迫
さ
れ
、
命
を
落
と

し
た
方
も
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
大
切
な
命
が
一
瞬
に
し

て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
一
方
で
、
愛

す
る
家
族
が
波
に
の
ま
れ
て
い
く
惨

状
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
た
だ
見

届
け
、
立
ち
尽
く
す
だ
け
し
か
で
き

な
か
っ
た
家
族
の
無
念
さ
も
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
愛

の
家
族
を
失
い
、
絶
望
と
無
力
感
に

さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
も
、
亡
く
な
っ

た
家
族
の
分
ま
で
必
死
に
生
き
よ
う

と
、
慣
れ
な
い
避
難
先
で
歩
ん
だ
こ

の
10
年
間
は
、
と
て
も
つ
ら
く
て
苦

し
い
日
々
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
10
年
の
歳
月

は
〝
一
年
一
年
〞
の
積
み
重
ね
が
10

年
に
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
私
た

ち
に
と
っ
て
〝
3
・
11
の
震
災
〞

は
、
今
も
な
お
、
延
長
線
上
に
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
様
々

な
人
た
ち
の
思
い
を
、
私
た
ち
遺
族

は
、
次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
語
り

継
ぐ
責
務
が
あ
り
ま
す
。
震
災
を
経

験
し
た
私
た
ち
遺
族
の
思
い
は
、
い

つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

結
び
に
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
参
列
者
の
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
遺
族
代
表
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

め
い
び

東日本大震災追悼式

東日本大震災から10年となる３月11日、福島県警
察本部主催による行方不明者の捜索が行われました。
捜索には、浪江町をはじめ警察・消防本部などの関
係機関が参加し、「浪江町地域スポーツセンター」で
集結式を行った後、棚塩地区に移動して捜索を行いま
した。
今回の捜索では、骨片が７点見つかり、福島県警察
本部で確認を行っています。 関係機関が力を結集関係機関が力を結集関係機関が力を結集

がれきをかき分けてがれきをかき分けてがれきをかき分けて

東日本大震災から10年となる３月11日、「浪江町地域スポーツセンター」において、遺族・来賓
合わせて57人の出席の下、浪江町東日本大震災10周年追悼式を行いました。式の始めに、参加者
全員で黙とうをささげ、犠牲者の冥福を祈りました。
吉田町長は式辞で、昨年は、請戸住宅団地が完成し、「道の駅なみえ」がプレオープンを迎える
など、町がにぎわいを取り戻してきていると実感した一年であり、今後も安心して生活できる持続
可能なまちづくりを目指し、復興に向けて全力で取り組んでいく決意を述べました。続いて、遺族
を代表して遺族会会長の川口 登さん（相馬市在住）が追悼の言葉を述べました。

遺
族
代
表
遺
族
会
会
長

川
口　
　

登
さ
ん

東日本大震災から10年の節目を迎え東日本大震災から10年の節目を迎え東日本大震災から10年の節目を迎え 町の将来を見据えて町の将来を見据えて町の将来を見据えて
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浪江駅

●

大平山霊園大平山霊園大平山霊園

●

道の駅なみえ道の駅なみえ道の駅なみえ

請戸漁港請戸漁港

請戸川請戸川

高瀬川高瀬川

　　　●
浪江町役場
　　　●
浪江町役場

●

福島水素エネルギー
研究フィールド
福島水素エネルギー
研究フィールド
福島水素エネルギー
研究フィールド

菅内閣総理大臣
視察ルート
菅内閣総理大臣
視察ルート
菅内閣総理大臣
視察ルート

浪江町からは、町内に帰還し居酒屋を再開した大清水さん（左か
ら３人目）と道の駅なみえ駅長の東山さん（右から３人目）が参加

座談会後、気軽に立ち話に応じる菅総理大臣

菅総理大臣が献花菅総理大臣が献花菅総理大臣が献花

大平山霊園から眼下に広がる請戸地区などについて、菅総理大臣に
説明する町長

３月６日、〝東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故の発生から10年〟を前に、菅内閣総理大臣
が、浪江町をはじめ、浜通り地域を視察しました。
菅総理大臣は、平沢復興大臣、内堀福島県知事や吉田町長が同行の下、はじめに大平山霊園（請戸地区）を
訪問。浪江町東日本大震災慰霊碑に花を供え、黙とうをささげ合掌し、犠牲者の冥福を祈りました。
その後、世界最大級の水素製造施設「福島水素エネルギー研究フィールド」（棚塩産業団地内）に移動し、
施設内を視察。
続いて「道の駅なみえ」を訪問し、避難先から帰還した人や県外から移住した人との座談会に参加しまし
た。菅総理大臣を中心に車座になり、司会役の内堀
知事の細やかな心配りもあいまって、和やかな雰囲
気の中、進行。
座談会を終えた菅総理大臣は、「地元の人と移住
してきた人の交流が進むことで、福島の復興に勢い
がつき、明かりが見えてきたと強く感じた」と話
し、地域の再生に向けた取組について、強く後押し
する考えを表明しました。

企画財政課 0240（34）3657

「福島から世界に発信できる水素製造技術の確立に向け、頑張って
ほしい」と菅総理大臣

①
②
③
④

菅内閣総理大臣が
町内各所を視察
菅内閣総理大臣が
町内各所を視察
菅内閣総理大臣が
町内各所を視察
「国が責任を持ち復興に取り組む」

決意を表明
「国が責任を持ち復興に取り組む」

決意を表明
「国が責任を持ち復興に取り組む」

決意を表明

関係機関が力を結集

がれきをかき分けて

東日本大震災から10年の節目を迎え 町の将来を見据えて
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浪江駅

●

大堀防災
コミュニティセンター
大堀防災
コミュニティセンター
大堀防災
コミュニティセンター

旧大堀小学校●旧大堀小学校●旧大堀小学校●

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

J
R
常
磐
線

J
R
常
磐
線

J
R
常
磐
線

浪江町役場●浪江町役場●浪江町役場●

道の駅
なみえ●

道の駅
なみえ●

道の駅
なみえ●

浪江I.C浪江I.C浪江I.C

高瀬川高瀬川高瀬川
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①そびえ立つ「水素貯蔵施設」の前で　②施設の説明を受ける豊田社長（右から２人目）。左隣は内堀知事　③豊田社長（右）を案内
する町長　④視察を終えた豊田社長（左から２人目）。右隣は内堀知事

３月１日、浪江町と福島県は、水素で走る燃料電池自動車「新
型ミライ」（トヨタ自動車株式会社製）を公用車として導入する
ことに伴い、福島県庁において、内堀福島県知事や吉田町長が出
席の下、合同で納車式を行いました。
同車は、車載タンクに充填した水素と空気中の酸素の化学反応
による発電で、モーターを作動させて走行。排出するのは水のみ
で、二酸化炭素を出さないことから「究極のエコカー」と呼ばれ
ています。
町で、同車を公用車として導入するのは初めてであり、また、
世界最大級の水素製造施設「福島水素エネルギー研究フィール
ド」（棚塩産業団地内）で製造された水素を燃料にした車が、県
内を走行するのも初めてとなります。

３月５日、トヨタ自動車株式会社 豊田章男社長が、世界最大級の水素製造施設「福島水素エネル
ギー研究フィールド」（棚塩産業団地内）を、内堀知事や吉田町長が同行の下、視察しました。
同施設では、太陽光で発電した電気を使い、水を電気分解して水素を製造。製造の段階で二酸化炭素
を排出しない〝クリーンなエネルギー〟であることから「グリーン水素」と呼ばれ、国が進める「脱炭
素社会」実現の切り札として、今後の活用方法に注目が集まっています。
豊田社長は視察後、「水素社会の実現に向け、〝水素の使い手〟側の自動車会社としてどのような取組

が可能か、浪江町の水素事業に参加し実証研究を進め、一緒に未来を作っていきたい」と話し、〝浪江
町産〟水素の活用に向け、強い意欲を示しました。

水素で走る燃料電池自動車を公用車として導入

トヨタ自動車株式会社 豊田社長が水素製造施設を視察

産業振興課産業創出係 0240（34）0248

浪江町を拠点の一つに「水素社会」の幕開けへ

①①①

②②②

③③③ ④④④

「水素社会実現のために積極的にチャレンジを
続けたい」と町長
「水素社会実現のために積極的にチャレンジを
続けたい」と町長
「水素社会実現のために積極的にチャレンジを
続けたい」と町長

多くの報道陣の注目を浴びて多くの報道陣の注目を浴びて多くの報道陣の注目を浴びて

水素の〝ミライ〟本格的に始動

じゅうてん
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　 国立公園内の事故について、国や県に賠償責任を問えるか
　　２年ほど前、国立公園内の遊歩道上の石に腰掛けて昼食を取っていたと

ころ、頭上からブナの枯れ枝が落下してきて重傷を負い、体に麻痺などの
障がいが残りました。事故が起きた土地は国有地であり、ブナの木は国が
管理していました。また、県は、遊歩道の土地を国から借り受け、柵や階
段を設けて遊歩道を整備し、管理していました。現在、国と県の両者に対
して治療費などの請求を行っていますが、国は遊歩道について、県はブナ
の木についてそれぞれ自己の管理責任を否定し、共にブナの枝が落ちるこ
とは予見できなかったと主張しています。
事故当日、風はほとんどありませんでした。遊歩道はブナの枝に広く覆われており、歩いて
いる人は常に枝が落ちてくる危険にさらされている状態でした。また今回、事故が起きた地点
は、近くに売店やベンチがあり、人が多く集まる場所でした。枝が落ちたブナは、事故直後の
調査で立ち枯れの状態であると確認され、事故当時も同じ状況であったとみられています。
今回の事故の前から、国と県は、遊歩道の安全性を確認するため、合同で年１回、点検を
行っていましたが、危険な木として伐採するのは数本程度だったようです。しかし、事故後の
点検では、毎年100本以上の危険な木が伐採されており、事故の前の点検は不十分なものだっ
たのではないかと思います。このような状況でも、国や県は、責任を負わないのでしょうか。

No.51
日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

　 国
年

Q

　 一般的に、自然の状態に近い登山道などでの事故であれば、管理者などが責任を負う可能
性は低いですが、今回のように「物的設備」を設けた場合、管理者は、道路などの場合に近い責任を
負うと考えられます。
事故後の調査で、ブナが立ち枯れしていたことが判明しており、事故後の点検で、実際に多数の危
険な木が発見され伐採されている状況からすると、適切に点検を行っていれば、今回、枝が落ちたブ
ナが危険な木であることが分かった可能性は高いと考えられます。さらに、多くの人が集まる場所で
あったことなども考慮すれば、風がなくても枝が落ちるおそれがあるブナが放置されていた遊歩道に
は、瑕疵があったものと考えられます。このため、危険な木の点検を適切に行い、国に伐採を勧める
などの措置を講じなかった県については、賠償責任が認められる可能性が高いといえます。また、樹
木の管理者には、樹木による危険が生じないよう管理する責任があるため、今回のように、人が多く
集まる場所に枝が落ちるおそれのある木が存在するにもかかわらず、危険防止措置が講じられない場
合、樹木の管理者である国も、賠償責任を負う可能性が高いといえます。以上のことから、今回の場
合、国と県は連帯責任を負うと考えられます。

一
A

いつか役に立つ

法 律 識知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

ま　ひ

か　し
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■滞在地（避難先）での不在者投票
仕事や避難などで遠方に滞在している人は、
滞在地（避難先）の市区町村で不在者投票ができ
ます。

不在者投票期間
４月９日㈮～４月17日㈯

請求・投票の流れ
①投票用紙などを請求
有権者には「選挙のお知らせ」を発送してい
ます。同封している「請求書兼宣誓書」に必要
事項を記入し、「浪江町選挙管理委員会 行」の
返信用封筒に入れて、郵送してください。
【注意事項】
◆◆不在者投票期間より前でも請求できます。
◆メール・FAXでは請求はできません。
◆「請求書兼宣誓書」は町ホームページからも
ダウンロードできます。

◆不在者投票用紙の発送は４月９日㈮からです。
◆浪江町が設ける投票所で期日前投票をする人
は、請求の必要はありません。
②投票用紙などを受領
郵送されたレターパック（投票用紙、投票用
封筒（内封筒・外封筒）、不在者投票証明書）を
受け取ってください。
【注意事項】
下記の２点を行うと投票できなくなります。
◆不在者投票証明書が入った封筒は開封しない
でください。

◆自宅などで投票用紙に記載しないでくださ
い。
③滞在地（避難先）の市区町村で投票
受け取ったレターパックを持参し、滞在地

（避難先）の市区町村選挙管理委員会で投票して
ください。詳しくは、最寄りの選挙管理委員会
に問い合わせてください。

【注意事項】
◆滞在地（避難先）の市区町村の選挙管理委員
会で投票できるのは、原則として月曜日～金
曜日（祝日を除く）の８時30分から17時ま
でです。ただし、土・日曜日、祝日や、17時
以降に投票できる場合もあるので、最寄りの
選挙管理委員会に問い合わせてください。
◆滞在地（避難先）の市区町村から浪江町に投
票済みの投票用紙を郵送する必要があるため、
余裕を持った早めの投票をお願いします。
◆不在者投票用紙の交付を受けた後に、浪江町
が設ける投票所で投票する場合は、投票用紙
などを返還しないと投票できません。受け
取ったレターパック（一式）を必ず持参して
ください。

■郵便などによる不在者投票
身体などに障がいがあり下記の条件に該当す
る人は、郵便などで不在者投票ができます。ま
た、特定の人については代理記載をすることが
できます。
なお、この制度を利用する場合は、「郵便等

投票証明書」が必要となるため、事前に証明書
の交付を受けてください。また、「郵便等投票
証明書」には有効期限があるので、期限が切れ
ている場合は、早めに更新してください。
●身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持ち、
障がいの程度が所定の条件に該当する人
●介護保険の被保険者証の要介護状態区分が
「要介護５」と認定されている人

■指定病院などでの不在者投票
都道府県の選挙管理委員会が指定した病院・
施設などに入院（入所）中で、投票所へ行くこ
とができない人は、入院（入所）先で不在者投
票ができます。詳しくは病院・施設の管理者に
問い合わせてください。

● 不在者投票とは ●
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４月18日㈰は、浪江町議会議員一般
選挙の投票日です。
この選挙は、私たちの意見や要望を町
政に反映させるための代表者を選ぶ大切
な選挙です。棄権することなく、あなた
の大切な一票を必ず投票しましょう。

浪江町議会議員
一般選挙の
投票日です

４月18日（日）

浪江町選挙管理委員会事務局
（総務課行政係内）
0240（34）0235

選挙に関する
問い合わせ
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環境省福島地方環境事務所
浜通り北支所浪江分室

荒川

福島西高

東邦銀行●

あづま脳神経外科病院●

●国体記念体育館

セブンイレブン

福
島
駅

●福島県立南高校●福島県立南高校●福島県立南高校

弁天山弁天山弁天山

福島警察署●福島警察署●福島警察署●

阿
武
隈
川

阿
武
隈
川

阿
武
隈
川

福島県庁●福島県庁●福島県庁●

●

あつまっぺ交流館あつまっぺ交流館あつまっぺ交流館
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◆ 民生費

◆ 衛生費

◆ 農林水産業費

◆ 商工費

◆ 土木費

◆ 消防費

◆ 教育費

主 な事業

●●避難生活支援事業
●介護関連施設整備事業
●町内外サポートセンター運営事業

●アスレチック施設整備事業
●子育て支援事業

3億400万7千円
8,896万円

8,637万7千円
6,456万9千円
1,912万7千円

●ゼロカーボン推進事業
●水道施設整備事業
●保健事業
●新型コロナウイルス感染症対策

2億4,177万8千円
1億9,120万9千円
1億881万8千円
1億429万円

●営農再開支援事業
●ため池等の放射性物質対策事業

●復興牧場事業
●カントリーエレベーター整備事業

11億1,817万円

4億6,260万2千円
3億9,926万8千円

1億8,736万7千円

●産業団地整備事業（南・棚塩・棚塩RE100）

●木材製品生産拠点整備事業
●事業再開・帰還促進支援事業
●道の駅なみえ運営事業

25億611万6千円
4億6,470万円
2億4,363万円
1億705万9千円

●道路改築事業
●丈六公園整備事業
●旧請戸共同墓地跡地利用事業
●一団地の復興再生拠点市街地形成施設事業

5億4,684万5千円
3億5,703万8千円
2億4,252万7千円

1億7,377万6千円

●町内防犯体制強化事業
●地区公共施設整備事業
●防災拠点施設整備事業

7億2,831万1千円
7億2,574万7千円
2億3,939万2千円

●運動公園整備事業
●復興まちづくり支援施設整備事業

●学校運営事業

7億739万3千円

1億3,884万7千円
1億1,602万2千円

令和３年度は、次の事業に重点的に取り組んでいきます。
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企画財政課財政管財係
0240（34）0237

令和３年度は、東日本大震災および福島第一原子力発電所の
事故から11年目、一部地域を除く避難指示解除から５年目を迎
え、浪江町復興計画【第三次】および政府が定める「第２期復
興・創生期間」の初年度となります。今年度は、ＪＲ浪江駅周
辺の中心市街地の整備、また、ふれあいセンターなみえ跡地
に、介護関連施設、アスレチック施設、公民館・図書館機能を
持つ復興まちづくり支援施設の整備を進めます。さらには、町
内での生活再建に向けた補助を継続するほか、移住検討者や新
規就農者への各種支援、町内の子育て世帯への育児支援も行い
ます。これらの結果、昨年度の予算を下回ったものの、浪江町
復興計画【第三次】に掲げた各施策を推進するとともに、「持
続可能なまちづくり」に向けた取組に重きを置いた予算編成と
なりました。

令和３年度

予算の
あらまし

歳入歳出

244億6,900万円

消防費
21億2,604万5千円
前年度比　69.4%増

その他
35億7,114万円
前年度比　23.3%増

地方交付税
45億3,953万7千円
前年度比　12.6%減

県支出金
29億6,163万7千円
前年度比　64.7%減

町債
3億9,207万3千円
前年度比　22.6%増

公債費
3億65万円
前年度比　9.6%減

商工費
38億2,798万2千円
前年度比　46.5%減

民生費
25億1,371万8千円
前年度比　0.2%減

総務費
58億671万2千円
前年度比　60.0%増

農林水産業費
33億79万8千円
前年度比　71.9%減

その他
4億6,799万5千円
前年度比　15.5%増

依存財源

町税
11億6,634万2千円
前年度比　37.2%増

その他
6億4,482万8千円
前年度比　28.6%減

繰入金
65億8,457万6千円
前年度比　50.6%減

自主財源

自主財源 その他の内訳
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料・分担金及び
負担金
財産収入・寄附金

704万9千円
2,472万6千円
1億987万2千円

3億2,634万8千円

依存財源 その他の内訳
地方特例交付金
その他の交付金
地方譲与税
地方消費税交付金

3億1,697万8千円
2億円

6,605万2千円

6,179万8千円

1億2,262万1千円
1,485万8千円

12億6,539万2千円
17億9,931万円
2億6,895万8千円

1千円
1億円

その他の内訳
議会費
労働費
衛生費
教育費
災害復旧費
諸支出金
予備費

一 般会計

国庫支出金
77億1,201万2千円
前年度比　63.7%増

23.6％23.6％23.6％

10.3％10.3％10.3％

13.5％13.5％13.5％

15.6％15.6％15.6％

土木費
30億2,195万5千円
前年度比　33.4%減

12.4％12.4％12.4％

8.7％8.7％8.7％

1.2％1.2％1.2％

14.7％14.7％14.7％

4.8％4.8％4.8％

26.9％26.9％26.9％

18.6％18.6％18.6％

12.1％12.1％12.1％

31.5％31.5％31.5％

1.6％1.6％1.6％

2.6％2.6％2.6％

1.9％1.9％1.9％
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「免疫」ってなぁに？

健康知恵袋

うけどんの
免疫には、生まれながらにして持っている「自然免疫（＝自然治癒力）」
と、〝一度「はしか」にかかるとかかりにくくなる〟といった「獲得免疫」の
２種類があります。
今回の新型コロナワクチン接種は、この「獲得免疫」の働きを利用したもの
です。免疫の働きは20歳を過ぎると下がり続け、高齢になればさらに低下し
ます。「免疫細胞」の６～７割は腸に集中しているとされており、免疫力を上
げるために、ヨーグルトや納豆などを食べる〝腸活〟が推奨されています。

・
・
・

大切な
〝こころ〟を
守ろう

心の健康の保ち方、身近な人との関わり方などの
ポイントを紹介します。（全３回）

相馬地方基幹相談支援センター拓
須藤　康宏 さん（臨床心理士・精神保健福祉士）

第１回
震災による「トラウマ」について

ひらく

ちょうかつ
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・
・
・

健康保険課健康係 0240（34）0249
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「オーガニックコットン（３年以上、無農薬の土地で作られた綿）」を使
用した衣料品は、「無印良品」の代名詞の一つですが、中でもTシャツと
ジーンズがおすすめです。ボーダー柄のデザインが
人気のTシャツは、生地の目を詰めて編み立ててい
て、着るに連れて体になじんでいきます。ジーンズ
は伸縮が自在で〝締め付け感〟が軽減され、程よく
体に〝フィット〟するのが特長です。
開店に先立ち、町民の皆さんから話を聞いたとこ
ろ、衣料品の販売を希望する声が多く上がっていた
ので、これらの商品をはじめ、より一層の品ぞろえ
の充実を図り、地域の皆さんの生活に、少しでも彩
りを添えられればと思います。

「道の駅なみえ」～見どころ紹介～「道の駅なみえ」～見どころ紹介～

産業振興課商工労働係 0240（34）0247

「ムダなく、使いやすく、暮らしやすく。」をモットーに、食
品や日用品、衣料品まで、生活の基本となる商品を幅広く販売
する「無印良品」が、道の駅としては全国で初めて、「道の駅
なみえ」にオープンしました。
国内外で絶大な人気を誇る数々のオリジナル商品はもちろん、日々の暮らしに役立つ多種多様な日用品
も取りそろえるなど、町民の皆さんをはじめ、地域住民の暮らしに寄り添う店づくりを心掛けており、店
舗に商品の在庫が無くても、約7,000品目の豊富なラインアップの中から取り寄せることができます。

道の駅は、各地から、観光客など様々な人が訪れる場所であると同時に、地元の皆さんが買物を
したり、交流をしたりと、日常生活の中で気軽に立ち寄る場所でもあると感じています。
「無印良品」は、〝地域のために役に立つ店〟であることを常に目指しているので、今回、浪江町
の〝復興のシンボル〟「道の駅なみえ」に開店することができ、とてもうれしいです。
道の駅への出店は、全国で初めてのチャレンジで、今後のモデルケースになるのでプレッシャー
もありますが、やりがいを強く感じています。
「浪江町に無印良品が来てくれて良かった」と思ってもらえるよう、町民の皆さんの意見を積極
的に取り入れながら、地元ならではの新商品の開発、また将来的には、人や地域の成長につながる
ワークショップの開催などを通じて、町に貢献していきたいと思っています。

無印良品 道の駅なみえ
営業時間：10時～18時（定休日：毎月最終水曜日）

スタッフさんに聞きました
佐々木 陽子 さん

スタッフさんに聞きました
佐々木 陽子 さん

スタッフさんに聞きました
佐々木 陽子 さん

素材を生かしたカレー
バターチキン
素材を生かしたカレー
バターチキン
素材を生かしたカレー
バターチキン
３種のトマトの風味に、
ほのかなスパイスが香る人気のレトルトカレー
３種のトマトの風味に、
ほのかなスパイスが香る人気のレトルトカレー
３種のトマトの風味に、
ほのかなスパイスが香る人気のレトルトカレー

見た目は不揃いでも、
おいしさは〝粒揃い〟
見た目は不揃いでも、
おいしさは〝粒揃い〟
見た目は不揃いでも、
おいしさは〝粒揃い〟

不揃い
バナナバウム
不揃い
バナナバウム
不揃い
バナナバウム

人気
商品
人気
商品
人気
商品

人気
商品
人気
商品
人気
商品

シリコーン
調理スプーン
シリコーン
調理スプーン
シリコーン
調理スプーン
耐熱性と弾力性に優れ、
調理のあらゆる場面で活躍
耐熱性と弾力性に優れ、
調理のあらゆる場面で活躍
耐熱性と弾力性に優れ、
調理のあらゆる場面で活躍

ウレタンフォーム
三層スポンジ
ウレタンフォーム
三層スポンジ
ウレタンフォーム
三層スポンジ
役割の違う３つの層で、
清潔さと洗いやすさを両立
役割の違う３つの層で、
清潔さと洗いやすさを両立
役割の違う３つの層で、
清潔さと洗いやすさを両立

様々な肌のタイプや
悩みに対応する、
豊富なバリエーション

様々な肌のタイプや
悩みに対応する、
豊富なバリエーション

様々な肌のタイプや
悩みに対応する、
豊富なバリエーション

スキンケア用品スキンケア用品スキンケア用品

人気
商品
人気
商品
人気
商品

人気
商品
人気
商品
人気
商品

人気
商品
人気
商品
人気
商品

無印良品 道の駅なみえ ～開店への思い～（佐々木 陽子 さん）

ぞろぞろぞろ

「みんな、分かった？」「はーい」

「視覚的に分かりやすい」と内堀知事（右から２人目）

自動運転技術を搭載した電気自動車に試乗する
内堀知事（右）と町長（中央）

「道の駅なみえ」から町内巡回へ出発

「スムーズな乗り心地と高い安全性に衝撃を受けた」と
興奮気味に話す内堀知事
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皆さんの身の回りにある楽しい話題
などの情報を募集しています。

企画財政課情報統計係
0240（34）0241

スタッフさんに聞きました
佐々木 陽子さん

素材を生かしたカレー
バターチキン
３種のトマトの風味に、
ほのかなスパイスが香る人気のレトルトカレー

見た目は不揃いでも、
おいしさは〝粒揃い〟

不揃い
バナナバウム

人気
商品

人気
商品

シリコーン
調理スプーン
耐熱性と弾力性に優れ、
調理のあらゆる場面で活躍

ウレタンフォーム
三層スポンジ
役割の違う３つの層で、
清潔さと洗いやすさを両立

様々な肌のタイプや
悩みに対応する、
豊富なバリエーション

スキンケア用品

人気
商品

人気
商品

人気
商品

ぞろ

３月３日、浪江にじいろこども園において、ひな祭り会が
行われました。
園児たちは、先生が話すひな祭りの由来に興味津々。その
後、それぞれ作ったひな人形を披露したり、みんなでひなあ
られを食べたり、楽しい時間を過ごしました。

「みんな、分かった？」「はーい」「みんな、分かった？」「はーい」「みんな、分かった？」「はーい」

２月18日、内堀福島県知事が浪江町を訪問し、電気自動車や
自動運転技術を活用した実証実験「なみえスマートモビリティー
チャレンジ」（詳しくは「広報なみえ３月号」10・11ページ）を
視察しました。
内堀知事は、「道の駅なみえ」において、乗車予約の際に必要
な「デジタル停留所」の操作方法の説明を受けた後、早速、自
動運転技術を搭載した電気自動車に試乗。ＪＲ浪江駅など、「道
の駅なみえ」周辺の約３キロメートルを巡回しました。
内堀知事は試乗後、「「道の駅なみえ」を中心とした一定のエ
リアに人が集積し、にぎわいと笑顔を取り戻すことができる。
復興の一つのシンボルになる」と話し、大きな期待を寄せてい
ました。

「視覚的に分かりやすい」と内堀知事（右から２人目）「視覚的に分かりやすい」と内堀知事（右から２人目）「視覚的に分かりやすい」と内堀知事（右から２人目）

自動運転技術を搭載した電気自動車に試乗する
内堀知事（右）と町長（中央）
自動運転技術を搭載した電気自動車に試乗する
内堀知事（右）と町長（中央）
自動運転技術を搭載した電気自動車に試乗する
内堀知事（右）と町長（中央）

「道の駅なみえ」から町内巡回へ出発「道の駅なみえ」から町内巡回へ出発「道の駅なみえ」から町内巡回へ出発

「スムーズな乗り心地と高い安全性に衝撃を受けた」と
興奮気味に話す内堀知事
「スムーズな乗り心地と高い安全性に衝撃を受けた」と
興奮気味に話す内堀知事
「スムーズな乗り心地と高い安全性に衝撃を受けた」と
興奮気味に話す内堀知事
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なわとび記録会

店員さんに聞きました
菅野 瑞穂さん

月との〝競演〟も

ステージは〝輝く笑顔〟でいっぱいに

２月22日に一足早く、町長に報告
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
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なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校 0240（23）5335 なみえ創成中学校 0240（23）5336

〟
10月30日10月30日

なわとび記録会なわとび記録会なわとび記録会
小学校　２月４日小学校　２月４日

マイ弁当の日マイ弁当の日
２月12日２月12日

〟
〟

中学校　２月26日中学校　２月26日
マイ弁当のマイ弁当の日

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

店員さんに聞きました
菅野 瑞穂さん

２月23日、東日本大震災による犠牲者
への慰霊や、地域再生への願いを込めた
「光のモニュメント」が行われ、会場の
浪江小学校から夜空に向けて、３本の青
い光の柱がのびました。

浪江町に人が戻り元気に暮らしている姿を、全国の皆さんに伝えるため
に、有志が力を合わせて作ったオリジナルソング「いくどはぁ★なみぃ」。
歌詞には浪江町の地名や魅力を盛り込み、ダンスは〝子供からお年寄りま
で一緒に踊れるように〟と、簡単で楽しい振り付けに。
３月７日、浪江町地域スポーツセンターにおいて完成発表会が行われ、浪

江町出身の２人
のボーカルによ
る歌に合わせ、
なみえ創成小学
校・中学校の児
童・生徒が、元
気いっぱいにダ
ンスを披露しま
した。

月との〝競演〟も月との〝競演〟も月との〝競演〟も

ステージは〝輝く笑顔〟でいっぱいにステージは〝輝く笑顔〟でいっぱいにステージは〝輝く笑顔〟でいっぱいに

完成発表会の
模様はこちら
完成発表会の
模様はこちら

２月22日に一足早く、町長に報告２月22日に一足早く、町長に報告２月22日に一足早く、町長に報告

�����������	�
����
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

仮設津島診療所 0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

浪江診療所 0240（23）6173
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12月４日 土のう製造スタンド 100基
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なみえ新聞 通信

①「なみえ新聞」の右上にある
「写真投稿」を押す。

②「お題で投稿する」を押す。
あとは、説明に従って進むだけ！

「一般公開OK」にチェックを入れて
から「投稿する」を押す。

「なみえ写真投稿」で、皆さんが見つけた〝春〟を投稿してみよう!

浪江町のオリジナルアプリ「なみえ新
聞」は、現在も〝元気〟に運営中です！
ぜひ、ご利用ください！

【見ることができる内容】
・皆さんが投稿した写真が見られる
「撮れたて写真館」
・町からのお知らせ、イベント情報
・福島県内のニュース
・おくやみ情報 など

「なみえ新聞」は、
毎日17時に更新しています

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

だんだんと暖かくなり、色とりどりの草花が咲き、春らしくなってきましたね。
皆さんが見つけた〝春〟の写真を「なみえ写真投稿」に投稿しましょう！

【お題】「春を見つけた 」　投稿期間 ４月１日㈭～25日㈰
「いいした」の数が多い写真の中で、「一般公開OK！」にチェックされている写真を、
広報なみえ５月号に同封する〝なみえ新聞増刊号2021 春号〟で紹介します。

【なみえ写真投稿の方法】 【一般公開OK】

＼無料アプリです／
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命を守る
ための

三つの心得

●

●

●
●

寄付金  ２月12日

●株式会社ＮＴＴドコモ
東北支社 様
「子供の運動能力向上を目的と
した浪江にじいろこども園への
遊具整備費」として寄付いただ
き、登り棒など、多数の遊具を
購入いたしました。

寄贈  ２月17日

●横山建設株式会社 様
なみえ創成小学校・中学校に、
絵画「高瀬川（作 桝田隆一）」
を寄贈いただきました。

12月４日 土のう製造スタンド 100基

義援金  ２月18日
●株式会社成田デンタル
代表取締役

石川典男 様
東日本大震災被災地の支
援を目的に活動している
「白い歯募金」活動か
ら、義援金をいただきま
した。

寄贈  ３月１日
●僧侶 泉　智仁 様
「双葉郡の小・中学校の
児童・生徒へ、各地の特
産品を贈ることで、元気
と勇気を届けたい」と小
豆島（香川県）産のしょ
うゆを寄贈いただきまし
た。
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命を守る
ための

三つの心得

●

●

●
●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

浪江町ホームページ
https://www.town.namie.fukushima.jp/

消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119

消防署《連絡先》

春は、就職や転勤、入学など新生活が始まる季節です。
引越しや模様替えを行うときは、家具を固定して災害時
の転倒を防ぎましょう。
【家具を固定する前に配置の見直しを】
●●避難の妨げとなる場所に家具を置かない
●寝室や、幼児・高齢者がいる部屋にはなるべく家具を置
かない
●火気の周辺に家具を置かない
【家具の固定方法】
●Ｌ型金具などで壁の下地に固定する
●突っ張り棒を設置する

家具の転倒を防止

電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に
備えて、普段から、飲料水や長期間保存ができる食料など
を備蓄しておきましょう。
備蓄した食料を日常的に少しずつ食べ、食べた分を買い
足す「ローリングストック」が無駄なく有効です。また、
水は〝１日１人３リットル〟、食料は最低３日分を目安に
確保しましょう。

食料、飲料などの備蓄は十分ですか
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じか

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：１月12日

浪江町の変化を直に感じたいと思い、
戻りました

◆
あ
の
東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
ど

う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か

当
時
、
私
は
大
学
３
年
生
で
、

神
奈
川
県
に
あ
る
寮
に
い
ま
し
た

が
、
す
ご
い
揺
れ
で
し
た
ね
。
思
わ

ず
外
に
出
ま
し
た
が
、
戻
っ
て
テ
レ

ビ
を
付
け
る
と
、
仙
台
空
港
に
押
し

寄
せ
た
津
波
の
映
像
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
衝
撃
的
な
映
像
で

し
た
の
で
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。

そ
の
後
、
原
発
事
故
も
あ
り
、

家
族
は
福
島
市
に
避
難
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
正
月
な
ど
は
そ
こ
に
帰
省

し
て
い
ま
し
た
ね
。

小
学
校
３
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
相
馬
野
馬
追
に
出
場
し
て
い

ま
し
た
。
中
学
校
３
年
生
の
時
に
南

相
馬
市
小
高
区
の
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
入

り
馬
術
競
技
を
始
め
、
明
治
大
学
か

ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
進
学
し
ま

し
た
。
当
時
、
強
豪
と
言
わ
れ
て
は

い
た
の
で
す
が
、
１
階
が
厩
舎
で
そ

の
上
に
男
ば
か
り
約
６
畳
の
部
屋
に

３
人
ず
つ
。
18
人
ほ
ど
で
生
活
す
る

よ
う
な
清
潔
感
の
な
い
学
生
生
活
で

し
た
ね
。
大
学
を
卒
業
後
は
、
千
葉

県
富
里
市
の
有
限
会
社
成
田
乗
馬
ク

ラ
ブ
に
就
職
し
て
７
年
間
勤
め
、
29

歳
で
退
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
浪
江
町
に
戻
り
、
念

願
だ
っ
た
相
馬
野
馬
追
に
も
出
場
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
規
模
縮
小
と
残
念
な

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
以

降
も
先
輩
方
が
地
域
の
伝
統
文
化
を

守
り
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
私

も
大
好
き
な
野
馬
追
の
歴
史
を
継
承

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

代
表
を
務
め
る
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｍ

で
は
、
主
に
復
興
事
業
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
な
ど
に
携
わ
っ
て

お
り
、
双
葉
郡
や
浪
江
町
の
「
復

興
」
と
新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
助
と
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
実
家
の
あ
る
室
原
地
区

は
現
在
も
帰
還
困
難
区
域
で
す
が
、

除
染
も
し
て
い
た
だ
き
草
木
な
ど
で

荒
れ
て
い
た
土
地
も
農
地
と
し
て
復

元
さ
れ
ま
し
た
。
解
除
ま
で
の
保
全

と
解
除
後
の
活
用
の
た
め
、
昨
年
、

農
業
法
人
ラ
ン
ド
ビ
ル
ド
フ
ァ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

◆
震
災
後
の
浪
江
町
は
い
か
が
で
す

か
。
友
人
・
知
人
、
あ
る
い
は

町
に
何
か
伝
え
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

震
災
後
間
も
な
く
、
実
家
の
荷

物
整
理
な
ど
で
一
時
帰
宅
し
た
時
に

は
、
町
並
み
を
見
て
、
こ
ん
な
に
も

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
と
寂
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
以
前
の
職
場
を
退

職
し
て
浪
江
に
戻
る
頃
に
は
復
興
も

進
ん
で
い
ま
し
た
し
、
暗
い
印
象
は

無
く
な
り
ま
し
た
。

同
級
生
の
何
人
か
が
浪
江
町
や

南
相
馬
市
、
い
わ
き
市
な
ど
に
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
す
ら
お
互

い
に
気
付
け
な
い
状
況
な
の
も
何
か

寂
し
い
な
と
。
ま
た
、
避
難
先
で
の

就
職
や
、
遠
方
で
家
庭
を
も
つ
人
た

ち
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

や
環
境
の
下
で
頑
張
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
動
き
づ
ら
い

の
で
す
が
、
そ
ん
な
地
元
の
仲
間
た

ち
と
改
め
て
情
報
交
換
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

南
相
馬
市
に
住
む
友
人
が
浪
江

町
で
花
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
他

に
も
つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
に
も
気
付
い
て
も
ら
え
る
よ

う
、
彼
と
「
何
か
動
き
出
さ
な
い

か
」
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
発
信
し
よ
う
と
相
談
を
し
て
い
ま

す
。
サ
イ
ト
を
通
じ
て
仲
間
を
募
っ

た
ら
、
同
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

▲吉田さんをモデルに、お知り合いがお描きになった
絵とともに

吉田　賢人さん（北幾世橋）

大学生から社会人となった20代のほとんどの間、浪江町を離れて首都圏におられた
吉田さんだからこそ、同じ年代の友人・知人とつながりたいという思いが強いのでしょう。
ご友人たちとの交流の場として開設を計画されているウェブサイトが盛んになり、若い
世代が結集して、これからの浪江町や相双地方の大きな力となることを願っています。

福島県

き
ゅ
う
し
ゃ
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
〝浪江のこころプロジェクト〟は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第116号 ●

「浪江のこころ通信／第116号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒979－1592
浪江町大字幾世橋字六反田7番地2
「浪江のこころ通信」宛て

FAX0240（34）4593
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健康保険課放射線対策係 0240（34）0261

【測定日（天気）】２月９日㈫（晴れ）
【測定時間】10時12分～11時30分
【測定機器】空間線量計（NaIシンチ

レーション式サーベイメー
タ）、積算線量計（DOSE
e nano、Ｄシャトル）

【測定単位】μSv／h（マイクロシーベ
ルト／１時間当たり）

※「放射線リスクコミュニケーション
相談員支援センター」（環境省所管）
の協力の下、測定しました。

・

・
・
・

・

～「道の駅なみえ」から「請戸川リバーライン」を歩いてみました～

放射線相談員だより

道の駅なみえの駐車場から請戸川リバーライン
を、１時間30分ほどかけて歩いてみたところ、全
体を通して、被ばく線量は0.34μSv（マイクロシー

ベルト）でした。これは、「胸部のエックス線（レント
ゲン）撮影」１回当たりの被ばく線量（約60μSV）の
100分の1以下の値です。特段、健康に影響を与える
レベルの線量ではないと考えられます。

請戸川リバーラインの桜並木をゆっくり歩いてみた
いのですが、被ばく線量はどれくらいでしょうか？

請戸川リバーライン

請戸川リバーライン
（入口）

0.24μSv/h

請戸川沿い土手
（酒田橋付近）
0.36μSv/h

請戸川リバーライン
（竹林付近）
0.43μSv/h

請戸川沿い土手
（請戸川橋付近）
0.32μSv/h

請戸川リバーライン
（不動橋付近）
0.19μSv/h

（参考）モニタリングポスト
（権現堂集会所）
0.14μSv/h

道の駅なみえ駐車場
0.07μSv/h

（参考）モニタリングポスト
（佐屋前公民館）
0.22μSv/h

道の駅なみえ
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